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我が国は世界全体で温室効果ガスの排出量を現状から2050年までに半減させる

という長期目標を掲げ、我が国の地球温暖化対策の提案として、「美しい星 50」を

発表しました。 

特に、業務部門、家庭部門のエネルギー需要の増加を踏まえ、今年（2008 年）

から京都議定書の第一約束期間を迎えるに当たり、省エネルギー分野の国民運動の

一層の強化が必要とされております。また、原油価格の高騰等を踏まえ、エネルギ

ー安全保障の強化のためにも、更なる省エネルギーの推進が求められているところ

です。 

上記の背景を踏まえ、平成 19 年 11 月 29 日に各府省庁の次官級のメンバーによ

る「省エネルギー・省資源対策推進会議」を開催しました。 

本会議では、平成 9年に決定した「省エネルギー広報の強化について」を改訂す

るとともに、今回新たに業務部門、家庭部門をはじめとした各部門における省エネ

ルギー分野の国民運動の基本方針を設けた「省エネルギー国民運動の強化につい

て」を決定し、国民・政府の取組を強化することといたしました。 

この省エネルギー国民運動の強化の中で、政府は政府実行計画等に基づき自ら政

府部門のエネルギー管理を徹底してまいります。 

また、飲食料品小売業など業務部門の所管省庁は、主要産業における省エネルギ

ーの具体的な実施方法を提示して、省エネルギーを推進することとしております。

この省エネルギー実施要領も、それに即して作成されたものです。 

 飲食料品小売業に携わる皆様におかれましては、この省エネルギー実施要領を

活用し、日頃の省エネルギー活動をさらに進めて頂けますよう御協力をお願いしま

す。 

 

「飲食料品小売業における省エネルギー実施要領について」 

飲食料品小売業の典型的な業種としては、食品スーパーが挙げられます。 

食品スーパーには、飲食料品販売に必要な冷凍・冷蔵ショーケース、冷凍機、空調機や

装飾照明など様々なエネルギーを消費する機器が集約されています。施設の単位面積あた

りのエネルギー消費量が多いのも特徴です。 

「飲食料品小売業における省エネルギー実施要領」は、食品スーパーを例に記載してお

りますが、食品スーパーのみならず各種の飲食料品小売店で働く方々がエネルギー管理の

徹底とともに省エネを推進していくことを期待して、省エネルギー実現に向けたポイント

等を紹介しています。 

はじめに 
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○具体的な省エネルギー目標を示す。(例:電力消費量○○%削減) 

○毎月実績を把握して、目標達成の度合、努カの成果を従業員に知らせる。 

○従業員から省エネルギーのアイデアを求める。 

○外部の専門家のアドバイスを求める。 

○「省エネルギー責任者」「○○部門節電担当者」等従業員に役割を与える。 

○対前年実績と比較する。 

電気、ガス、石油等のエネルギー使用実績の動きを分析し、問題点やその原因

をチェックする。 

○対売上高(原価)構成比を確認する。 

売上高(または原価)に占めるエネルギー支払金額の割合を(エネルギー支払金

額／総売上金額（または総原価額）×１００％)を毎月算出し、チェックする。

省エネルギーを推進していくためには、従業員が省エネの意識を持って参加していくこと

が大切です。次のような方法で全員参加の気運をもり立てましょう 

１．飲食料品小売業の省エネルギー推進 

(1)省エネルギー推進に向けて 

省エネルギーの推進は、経営者の意気込みと従業員の協カが成功のもと。 

お店の省エネルギーを成功させるには、何はともあれ全従業員に対し経営者の

方針をはっきり示して、従業員一人一人の十分な協力を得ることが絶対に必要で

す。 

省エネルギーは売上 UP と同じ！！ 
無駄な消費エネルギーを節約すると、その光熱費も節約できます。すなわち、上手な「省

エネルギー活動」が店舗経営にも寄与することになります。 

たとえば・・・ 

年間 900 万円の光熱費を 10%削

減した場合、90 万円の節約になり

ます。 

利益率を 3%であれば、売上を

3,000 万円伸ばしたことと同等の

効果になります。 

（90 万円÷3%=3,000 万円） 

 

 光熱費ダウン  売上 UP  
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(2)省エネルギー推進の基本 

省エネの実践は、各企業において、省エネルギーを着実に実行するための「省エネマニュアル」

を策定することから始まります。「省エネマニュアル」は省エネの PDCA サイクルを実行するた

めのもので、省エネのポイント（管理、計測・記録、保守、点検内容等）を明確に基準化するも

のです。 

【PLAN】 現状を把握して目標とそのための実行計画を立案します。 

【DO】 その実行計画にもとづいて実行します。 

【CHECK】 計画どおりエネルギー削減が実現できているか検証し、効果が上がっていない

場合はその原因を突き止めます。 

【ACTION】 対策を見直し、現状を踏まえて計画を練り直します。 

・検証にもとづき、
　対策を練り直す。
・場合によっては、
　数値目標も含め
　て是正する。

計画どおり効果が出たか検証
する。計画どおりにならな
かったら、その理由を突き止
める。

　　　・計画の実施
　　　・広報、教育、訓練
　　　・省エネ活動の実践

・エネルギー消費量を把握
　　(データを数値化)
・数値目標を設定
・実行計画の立案

PLAN
現状把握
対策立案

DO
対策の実行

CHECK
対策の検証

ACTION
対策の見直し

「省エネ法」や「温対法」を知っていますか？ 

日本には、燃料資源やその他エネルギーの有効利用のため、省エネに関する法律、「エネルギーの

使用合理化に関する法律」（省エネ法）があります。省エネ法では、一定規模の事業者にエネルギー

消費に関する定期的な報告などが求められるほか、機器のエネルギー消費効率に基準を設定して省エ

ネルギー化を促すなどの措置が求められています。 

また、地球温暖化対策推進法（温対法）でも、一定規模の事業者への温室効果ガスの排出抑制の義

務付けがなされています。 
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２．飲食料品小売業のエネルギー消費 

自分たちの店舗がどのようにエネルギーを消費しているかを知ることは、省エネを

推進していくために、とても大切なことです。以下は一般的な食品スーパーのエネル

ギー消費の特徴を示しています。 

（ここでは、わかりやすくするため食品スーパーでの主な消費エネルギーである電力消費を中心に記載しています）

まずは、エネルギー消費量が月別にどのように推移しているかを把握すること。 

下図は、月別に電力消費量と最大電力の値を示した例です。 

関東圏内食品スーパー(営業時間 11.5 時間/日、電気式個別空調機タイプ)の実績例より

(1)エネルギー消費量の推移（月別） 

エネルギー使用実態を把握がポイント!! 

省エネを実践するためには、エネルギーの使用実態の把握が重要！ 
まずは、身近にあるデータから電気、ガス、灯油などの使用量を集計してみることがポイントです。
たとえば・・・ 
月別の電気の使用量を去年と比較してみて夏場の電気が多くなっていたらどうしますか？ 
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冷房期に去年より多くなっ
ていることがわかります。

空調の設定温度は？
運転時間は？
チェックしよう！
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エネルギー消費量を時間別に把握することは、店舗の動きを知ることにもなります。 

下図は 6月のある一日の電力消費量の推移を示した例です。 

開店 2.5 時間前から作業が開始されるとともに電力の消費量も増加し、閉店後の作業が 1.5

時間程度続いていたことがわかります。 

(2)エネルギー消費量の推移（時間別） 
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営業時間帯 

関東圏内食品スーパー(営業時間 11.5 時間/日、電気式個別空調機タイプ)の実績例より 

意外に多い「時間外の無駄を」見つけるポイント 

「個別機器のモニタリング」 

細かくエネルギーの使用実態や設備の稼働時間を調べると作業時間などがチェックでき、省
エネにつながります。 
たとえば・・・ 
照明の点灯時間をモニタリングすることで、営業時間外の作業時間や不要な点灯を低減する
などの削減努力が出てきます。下図は営業用と作業用に照明を分けて点灯している店舗ですが、
作業用照明が合計で 4時間程度もかかっています。 
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店舗の１日の電力量推移
時間外点灯

時間外点灯

営業時間点灯

営業時間点灯

時間外点灯

時間外点灯

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

営業時点灯

作業時点灯

時

店舗の１日の照明点灯時間

開店準備作業が2時間以
上も掛かっているん
だ！
効率的に進めるように
検討しよう！

関東圏内食品スーパー(営業時間 11.5 時間/日、電気式個別空調機タイプ)の 6月日電力消費量内訳

（日本工営㈱モニタリング結果より）
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(3)設備ごとのエネルギー消費量 

どの機器が多くのエネルギーを消

費しているかを考えてみるのも大切

です。 

左図は、設備毎の店舗全体に占める

エネルギー消費の比率を示した例で

す。 

冷凍、冷蔵設備の消費量が非常に多

くなっています。 

(4)統一された指標でのエネルギー消費量の把握 

関東圏内売場面積 1500 ㎡程度の店舗の事例（通年季節別加重平均 1日あたり） 

日本生活協同組合連合会「施設の省エネハンドブック 2005 年 3月」より

飲食料品小売業で消費するエネルギーは電気、都市ガスなど多岐にわたる場合があります。

そのため、あなたの企業や各店舗で消費しているエネルギー消費量を把握するためには統

一したエネルギー消費単位として、発熱量換算 MJ（ﾒｶﾞｼﾞｭｰﾙ）や原油量換算 kl（キロリッ

トル）を用いることが一般的です。 

また、二酸化炭素排出量換算 kg-CO2 で把握することも地球温暖化防止への視点からとて

も重要です。 

あなたの店舗で消費しているエネルギーを統一された単位に変換してみましょう。 

①各エネルギー量→熱量換算（MJ）へ換算 

１）統一されたエネルギー消費単位での把握 

種別

電気 kWh/年 × 9.8 MJ/kWh ＝ MJ/年

都市ガス（１３A)※1 m
3
/年 × 45.0 MJ/m

3 ＝ MJ/年

LPガス kg/年 × 50.2 MJ/kg ＝ MJ/年

灯油 ﾘｯﾄﾙ/年 × 36.7 MJ/ﾘｯﾄﾙ ＝ MJ/年

A重油 ﾘｯﾄﾙ/年 × 39.1 MJ/ﾘｯﾄﾙ ＝ MJ/年

軽油 ﾘｯﾄﾙ/年 × 38.2 MJ/ﾘｯﾄﾙ ＝ MJ/年

合　　　　　　計 ＝ MJ/年

エネルギー消費量
（MJ換算値）

熱量換算値
エネルギー消費量
（固有単位）

ショーケース
照明
10%

ショーケース
ファン
8%

冷設動力
40%

インストア動
力
11%

その他動力
1%

売場、バック
ヤードの照
明・コンセン

ト
15%

空調システム
3%

売場天井照明
12%

電灯系
45%動力系

55%

厨房・作業場 
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②熱量換算（MJ）→原油量（kl）への換算 

原油量換算(kl)＝      MJ×0.0258（GJ/kl）÷1000  （GJ＝1000MJ） 

③各エネルギー量→二酸化炭素排出量（kg-CO2） 

(注)  熱量（MJ）換算、原油量換算(kl)は省エネ法より。ただし、電気については昼間、夜間に

よって異なるが、昼夜間以外の電力を引用。 

二酸化炭素排出量換算方法は温対法より引用。 

二酸化炭素排出量(tCO2)＝（燃料の種類ごとに）燃料の使用量（t, kl, 1,000Nm3） 

              × 単位発熱量（GJ/t, GJ/kl, GJ/1,000Nm3） 

              × 単位発熱量当たり排出量（tC/GJ） 

              ×44/12 

 

   ※1 都市ガスの換算値はガス会社によって熱量換算値が異なります。熱量換算値がわから

ない場合はガス会社に確認ください。なお、上記数値は暫定的に東京ガスを用いていま

す。 

※2 電気の換算値は電力会社によって異なります。以下のアドレスで確認ください。 

なお、上記数値はデフォルト値を用いています。 

http://www.env.go.jp/earth/ghg-santeikohyo/material/denkihaishutu.html 

 

２）売場面積などの統一単位あたりのエネルギー消費量での把握 

店舗どうしでエネルギー消費量を比べることも現状把握では大切です。 

しかし、売場面積などが異なる店舗のエネルギー消費量を単純には比較できません。 

そのため、単位あたりのエネルギー消費量を“原単位”として指標とする方法もあります。

同じ設備構成や営業形態であれば、統一されたエネルギー消費単位を売場面積などで割っ

た値、すなわち“原単位で比較”するとエネルギー消費の効率化が確認できます。 

（例）売場面積と営業時間を用いた原単位（営業時間 1時間、売場面積 1㎡あたりのエネルギー消費量） 

 

エネルギー消費原単位（kl/㎡・h 年）＝原油換算量(kl/年)÷売場面積(㎡)÷年間営業時間(h) 

種別

電気※2 kWh/年 × 0.555 kg-CO2/kWh ＝ kg-CO2/年

都市ガス（１３A)※1 m3/年 × 2.277 kg-CO2/m
3 ＝ kg-CO2/年

LPガス kg/年 × 3.000 kg-CO2/kg ＝ kg-CO2/年

灯油 ﾘｯﾄﾙ/年 × 2.489 kg-CO2/ﾘｯﾄﾙ ＝ kg-CO2/年

A重油 ﾘｯﾄﾙ/年 × 2.710 kg-CO2/ﾘｯﾄﾙ ＝ kg-CO2/年

軽油 ﾘｯﾄﾙ/年 × 2.619 kg-CO2/ﾘｯﾄﾙ ＝ kg-CO2/年

合　　　　　　計 ＝ kg-CO2/年

エネルギー消費量
（固有単位）

二酸化炭素
排出量換算値

エネルギー消費量
（MJ換算値）
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（ちょっと裏ワザ） 

チェーン店の相関がとれる近似曲線を用いて各店の効率化をチェックする!! 

 

チェーン店を展開している場合、各店舗が省エネルギーに向けて努力をしている状況を把握する

方法の一例が原単位比較です。 

しかし、それらを単純に比較してもそのチェーン店の消費傾向と必ずしも合致するとはいえませ

ん。 

そこで、より詳しく比較分析するために、チェーン店全体で相関がとれる原単位から、それらの

近似線を求めて比較することが有効です。 

たとえば・・・ 

A 店と B 店があり、営業時間は同じで店舗の大きさが異なる場合、どちらの店舗がエネルギ

ーを効率的に使用しているでしょうか？ 
 

    A 店：売場面積 1200 ㎡ 年間電力消費量 1,200,000kWh 

    B 店：売場面積  600 ㎡ 年間電力消費量  600,000kWh 
 

このとき、単純に電力消費量を売場面積で割ると 1000kWh/㎡となり、一見同じ効率でエネ

ルギーを消費しているように見えますが、このチェーン店の近似線で比較すると A 店の方が

やや非効率になっていることがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

y = 783.33x + 133300

R2 = 0.8269
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A店は近似線より上位にあ
り、他店に比べエネルギーの
使用効率がやや悪いと見受け
られます。

B店は近似線とほぼ同じ線上
にあり、平均的なエネルギー
の使用効率であると見受けら
レます。

近似線

近似式（R2が１に近ければ精度が高い)

A店はB店に比べてもう
少し省エネを推進して
ほしいね。

★比較する原単位を売場面積のほか、売上高な

どを用いてお店で働く人のやる気を引き出

すなど、工夫を凝らしてみてください。 

関東圏内食品スーパーチェーン(営業時間 11時間/日、電気式個別空調機タイプ)の年間電力消費量と売場面積との相関

（日本工営㈱調査より）


